稲城市指定宿泊施設利用助成要綱
令和８年１月９日
市長決裁
（目的）
第１条　この要綱は、稲城市（以下「市」という。）が姉妹都市及び友好都市との交流の発展に資するため、指定宿泊施設に宿泊する市民等に対し、毎年度予算の範囲内において宿泊料の一部を助成することについて、必要な事項を定めることを目的とする。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は当該各号に定めるとおりとする。
　⑴　姉妹都市　北海道大空町及びアメリカ合衆国フォスターシティ市をいう。
　⑵　友好都市　福島県相馬市及び長野県野沢温泉村をいう。
　⑶　指定宿泊施設　前２号に定める都市に所在地を有する宿泊施設をいう。
（助成対象施設）
第３条　宿泊料の一部助成の対象となる施設は、指定宿泊施設とする。
（助成対象者）
第４条　宿泊料の助成の対象となる者（以下「助成対象者」という。）は、指定宿泊施設に宿泊する者であって次の各号のいずれかに該当するものとする。
⑴　市の区域内に住所を有する者
⑵　市の区域内に存する事業所等に勤務する者
⑶　市の区域内に存する学校に在学する者
２　前項の規定にかかわらず、市長は、姉妹都市及び友好都市との交流の発展のため、特に必要があると認める者に対して、宿泊料の助成をすることができる。
（利用方法）
第５条　指定宿泊施設の予約は、助成対象者が行うものとする。
２　宿泊料の助成金の請求は、助成対象者が指定宿泊施設に宿泊した後、第７条に定める請求方法により行うものとする。
３　宿泊料の助成を行う宿泊数の上限は、毎年４月１日から翌年３月31日までの期間において別表１に定める泊数を上限とする。
（助成額）
第６条　宿泊料の助成額は、別表２のとおりとする。
（助成金の請求）
第７条　助成対象者は、指定宿泊施設に宿泊した後、稲城市指定宿泊施設利用助成金申請兼請求書（様式第１号。以下「請求書」という。）に領収書その他の宿泊の事実が確認できる書面（以下「領収書等」という。）の添付及び助成対象者が本人であることを証明する書類を提示し、請求を行うものとする。ただし、領収書等により宿泊の事実が視認できる場合には、当該領収書等の添付を省略することができる。
２　請求書及び領収書等は、指定宿泊施設利用日の翌月10日までに市長に提出しなければならない。
３　複数の助成対象者が同一日程の旅行をする場合、当該助成対象者の団体（「以下「旅行グループ」という。」）から選出された代表者が前条の請求を行うものとする。
４　前項の代表者には、未成年者がなることはできない。
　（助成金の交付決定）
第８条　市は、前条の規定により助成対象者から助成金の請求を受けた場合は、速やかに内容を審査するものとする。
２　前項の規定により交付を決定した場合において、次条の規定により助成金の支払いを行ったときは、それをもって交付の決定を通知したものとする。
（助成金の支払い）
第９条　市は、請求書及び領収書等を審査し、適当と認めたときは助成金の支払いを決定し、助成対象者に支払うものとする。
（助成金の返還) 
第10条　市は、助成対象者が次のいずれかに該当すると認めたときは、助成金の全部又は一部の返還を命ずることができる。
　⑴　不正な手段で交付を受けたとき。
　⑵　この要綱に違反する事実があるとき。
　⑶　その他市長が不適当と認めるとき。
（事故等の責任の区分）
第11条　指定宿泊施設の利用に伴い事故、損害等を生じた場合は、助成対象者と指定宿泊施設が協議の上で解決をすることとし、市は一切その責を負わない。
（委託）
第12条　市は、本件助成金の支払業務の一切を第三者に委託して行うことができる。
（委任） 
第13条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。


この要綱は、令和８年４月１日から施行する。


別表１（第５条関係）
	指定宿泊施設の所在地
	宿泊料を助成する宿伯数の上限

	北海道大空町
	助成対象者１人当たり３泊

	アメリカ合衆国フォスターシティ市
	助成対象者１人当たり３泊

	福島県相馬市
	助成対象者１人当たり２泊

	長野県野沢温泉村
	助成対象者１人当たり２泊





別表２（第６条関係）
	指定宿泊施設の所在地
	区分
	助成額

	北海道大空町
アメリカ合衆国フォスターシティ市
	大人
（中学生以上）
	１泊につき4,000円
（ただし、宿泊料金を限度とする。）

	
	小人
（満３歳以上小学生以下）
	１泊につき3,000円
（ただし、宿泊料金を限度とする。）

	福島県相馬市
長野県野沢温泉村
	大人
（中学生以上）
	１泊につき2,500円
（ただし、宿泊料金を限度とする。）

	
	小人
（満３歳以上小学生以下）
	１泊につき1,500円
（ただし、宿泊料金を限度とする。）




様式第１号（第７条関係）
稲城市指定宿泊施設利用助成金申請兼請求書
稲城市長　殿
稲城市指定宿泊施設利用助成制度を利用し、下記のとおり助成金の申請及び請求をします。
	請求年月日
	　　　年　　月　　日


※太線の枠内のみ、記入してください。
	申請者
	〒

	
	住所

	
	氏名
	
	電話
	

	宿泊先都市名
※該当する都市に○
	大空町　・　フォスターシティ市　・　相馬市　・　野沢温泉村

	宿泊施設名
	

	利用日
	　　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日（　　泊）


利用者名簿
	
	利用者氏名
	住所・電話番号
※在勤、在学要件の方は事業所、学校の住所、名称、電話を記入してください
	年齢区分
※当てはまるものに○
	１泊当たりの助成額
(Ａ)
	助成
宿泊数
(Ｂ)
	助成金額
(Ａ)×(Ｂ)
	備考

	代表者
	
	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	円
	泊
	円
	

	その他の利用者
	


	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	円
	泊
	円
	

	
	


	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	円
	泊
	円
	

	
	


	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	泊
	泊
	円
	

	
	


	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	泊
	泊
	円
	

	
	


	稲城市

電話
	1. 大人（中学生～）
2. 小人（３歳～小学生）
3. ３歳未満
	泊
	泊
	円
	

	合計
	人
	大人
	
	人
	小人
	
	人
	助成金額合計
	
	円


【利用者の皆様へ】
⑴助成宿泊数は年度単位での上限があるため、宿泊数が上限を超える場合や、年度内に本制度を既に利用された場合は、実際の宿泊数と助成宿泊数が一致しないことがあります。また、「１泊当たりの助成額（Ａ）」が上限の助成金額となります。実際の宿泊料が「１泊当たりの助成額（Ａ）」を下回った場合は、助成額は実際の宿泊料となります。
⑵代表者がその他の利用者分も併せて請求を行う場合は、チェック欄に記載してください。
　□その他の利用者に同意を得ています。

	※以下、担当者記載
	

	領収書、宿泊所在地、利用上限数を確認しました。
	



